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検　索上野原縄文の森

クリック（公財）埋蔵文化調査センターのホームページは，

上野原縄文の森（http://www.jomon-no-mori.jp）または、

鹿児島県文化振興財団（http://www.houzanhall.com/zaidan/）「上野原縄文の森」

からお入りください。
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平成29年 1月 20日第12号

牧山遺跡は笠野原台地の北東縁辺部，標高約110ｍの河岸段丘上に立地しています。発掘調査は平成25年から行
い，これまでに縄文時代早期（約10，000～7，300年前）の竪穴住居跡や連穴土坑（燻製用の炉跡と考えられていま
す。），縄文時代後期（約3，500年前）の埋設土器や県内３例目の石冠（祭りの道具），環状に廻る柱穴群等が見つか
るなど，人や物の交流が推察できる，人々の営みがあったことがわかりました。
今回，弥生時代中期（約2，000年前）の竪穴住居跡から出土した青銅製の鑿（のみ：木や石を削る道具：長さ4.4㎝，

幅0.8㎝，重さ10g）は，科学分析や他県の資料と照合した結果，国内産の鋳造製品であることがわかりました。国内産
の銅鑿としては国内3例目，九州内では佐賀県土生（はぶ）遺跡に次ぐ2例目の発見です。
おそらく北部九州で作られたと思われる銅鑿，どのようにして鹿児島まで運ばれたのでしょうか。

支援業務委託：（株）島田組

（所 在 地：鹿屋市串良町細山田）牧 山 遺 跡

青銅製の鑿（のみ）青銅製の鑿（のみ）青銅製の鑿（のみ）

現地説明会

小牧遺跡では，９月に中世の集落について現地
説明会を開催しました。その後，調査を進めたとこ
ろ，縄文時代後期前半の環状集落が現れました。
全国にも例を見ない石皿を主体とした祭祀空間や
南九州における当時の集落の全貌がわかる九州初
の事例です。貴重な発見であることから，12月10日
に今年度２回目の説明会を実施しました。

支援委託業務：（株）新和技術コンサルタント

遺構検出状況

指導者招聘状況

現地説明会開催状況

その他発掘体験・遺跡見学実施状況

県内初
九州2例目大発見!
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（所 在 地：鹿屋市串良町細山田）

遺跡名 月　日 見　学　会 参加者数
川久保 8 月 4 日（木） 鹿屋市文化財少年第 4 回発掘調査体験（小中学生） 39

川久保・小牧 12 月 1 日（木） 大隅地区市町文化財担当者現地研修 21

小　牧

6 月 17 日（金） 全国埋蔵文化財法人連絡協議会視察 40
7 月 12 日（火）～ 14 日（木） 職場体験学習（細山田中学校） 3

7 月 25 日（月） 鹿屋市文化財ウォッチング 17
9 月 17 日（土） 現地説明会 221
12 月 10 日（土） 現地説明会 173

春日堀

6 月 14 日（火）～ 15 日（水） 職場体験学習（宇都中学校） 1
8 月 2 日（火） 大崎町発掘体験　「おおさきっこ歴史体験隊」 21
9 月 27 日（火） 蓬原小学校 6 年生遺跡見学 8
10 月 27 日（木） 野神小学校 6 年生遺跡見学 20
11 月 17 日（木） 志布志高校 1 年生遺跡見学 3



平成28年度発掘調査 平成28年度整理作業成果
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春日堀遺跡では，縄文時代
早期の竪穴住居跡が大変よ
い状態で発見されました。
5m×4mの四角い竪穴の周囲
に，直径7m程度の浅く掘られ
た円形部分が確認できます。
その状況を残すため，地層に
専用の薬品を塗り，薄く剥がし
て持ち帰る，剥ぎ取り作業(土
層転写)を行いました。
支援業務委託：

国際文化財株式会社
調査が進むにつれて地表との高低差が大
きくなるため，調査区へ降りる階段に手すりを
設置し，根巻きシートで滑り止め対策を行う
などしました。常に安全対策に気を配りなが
ら調査を行っています。

川久保遺跡では約150名の発掘作業員が
働いています。周辺地域の住民の方々に配慮
し，帰宅時には地域の車を優先しています。
また，安全を期すために，職員や支援業務委
託業者の調査支援員が周辺で交通誘導を行
い，分散させて車を出しています。
支援業務委託：（株）埋蔵文化財サポートシステム

荒園・牧山遺跡の整理・報告書作成作業
所では，消火器を使った防災避難訓練を行い
ました。また，毎月の安全講習で，衛生面や
交通安全の啓発を行っています。　　　
支援委託業務：（株）国際文化財・（株）島田組

調査区内には多くの杉や雑木がありまし
た。人が転倒しないように，ていねいな抜根
作業を必要とするので，鋸や剪定ばさみなど
を使用しながら作業を進めています。

竪穴住居跡調査状況

竪穴住居跡検出状況

川久保遺跡では旧石器時代，縄文時
代，弥生時代，古墳時代，中・近世の遺
構・遺物が発見されています。特に古墳
時代ではこれまでに約30基の竪穴住居
跡が発見されています。写真の竪穴住居
跡は，平面が隅丸方形をしており，縦・横
約6.1ｍあります。南側床面に石が楕円形
状に配置され，その隅に2つの小型丸底
壺が底を上に向けて出土しました。また，
南九州だけに見られる圭頭鏃（けいとう
ぞく）と呼ばれる鉄鏃も出土しています。
支援業務委託：（株）埋蔵文化財サポートシステム

今年度，天神段遺跡の整理・報告書作成作業では，
旧石器時代及び縄文時代早期の遺構・遺物について
直営の作業と民間支援業務とが連携しながら行ってい
ます。
これまでの調査成果では，旧石器時代（17,000～
15,000年前）の遺物の接合資料が400点を超え，細石
刃（カミソリの刃のような石器）を作るまでの過程がわ
かってきました。写真にあるように1個の円礫を打ちか
いて，いくつもの細石刃核を作っています。こうしてでき
た細石刃核から細石刃をつくり，狩り等に使っていたの
でしょう。今後は，これらの成果をもとに，当時の人々の
生活のようすを明らかにしていきたいと考えています。

支援業務委託：（株）九州文化財研究所

縄文時代草創期遺物出土状況 作業風景 縄文時代早期遺構検出状況

土層はぎ取り状況

小牧古墳群では，旧石器時代から近世にかけての
遺構・遺物が発見されました。
特に，縄文時代草創期の遺物出土状況が特徴的で
あったため，空中写真撮影も行いました。また，縄文時
代早期の集石も多数検出されました。中には構成礫の
数が500個を超えるものもありました。

支援業務委託：（株）大福コンサルタント

細石刃核を複数含む接合資料

山
ノ
上
Ｂ
遺
跡

田
原
迫
ノ
上
遺
跡

牧

山

遺

跡

荒

園

遺

跡

川
久
保
遺
跡

横から

上から

（所 在 地：鹿屋市串良町細山田） （所 在 地：曽於郡大崎町野方）

（所 在 地：鹿屋市串良町細山田）

（所 在 地：鹿屋市小野原町）

（所 在 地：鹿屋市串良町細山田）

（所 在 地：志布志市有明町蓬原）

（所 在 地：志布志市志布志町安楽）


